
⻄川地区における⽔溶性天然ガス⻄川地区における⽔溶性天然ガス⻄川地区における⽔溶性天然ガス⻄川地区における⽔溶性天然ガス
及びヨウ素⽣産計画についての説明会及びヨウ素⽣産計画についての説明会
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本⽇のご説明内容

① 会社説明

② 説明動画上映
「地底に広がる太古の⽔を、新潟のちからに。」

③ ⽔溶性天然ガスとヨウ素についての説明

④ ⻄川地区での⽣産計画説明

⑤ 質疑応答
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会社説明会社説明

3

会社概要
商 号 株式会社東邦アーステック（旧社名 東邦天然ガス）

本 社 新潟市⻄区⿊⿃1450本 社 新潟市⻄区⿊⿃1450

資 本 ⾦ 2億4千万円

主な株主 伊藤忠商事株式会社
三菱ガス化学株式会社三菱ガス化学株式会社
⽇本軽⾦属株式会社

従業員数 113名

事業内容 1.天然ガスの採取・販売事業内容 1.天然ガスの採取 販売
2.ヨウ素の製造・販売
3.コンクリート構造物の補修補強⼯事3.コンクリ ト構造物の補修補強⼯事
4.⼟⽊建築⽤エポキシ樹脂接着剤の製造・販売
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当社操業エリア
• 昭和32年より⽯⼭地区、翌33年より⿊埼地区で
約60年間⽔溶性天然ガスの⽣産を⾏っています。

年 素 造• また、昭和63年よりヨウ素の製造を⾏っています。
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本社・⿊埼事業所

・⻄蒲原・⿊埼鉱⼭の中⼼、⿊⿃に本社・⿊埼事業所があります。

敷 積 約 坪
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全敷地⾯積：約10,000坪

⽔溶性天然ガスとヨウ素
・新潟市の地下約500〜1,000mの数⼗万年前の地層に閉じ込められた
「かん⽔」と呼ばれる太古の海⽔が存在します。

「 貴 資 然ガ 素 造・その「かん⽔」から貴重な資源である天然ガスとヨウ素を製造しています。

北陸ガス

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ
⾃家発電機

⽣産設備
還元設備

ヨウ素製造
プラント
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⽣産設備
• ⽣産基地（かん⽔の汲み上げ）及び還元基地（⼊れ戻し）31基地、井⼾数133
• パイプライン ガス 47km かん⽔ 5km
• ヨウ素製造プラント ⿊埼事業所と松浜に2基のサテライトプラント• ヨウ素製造プラント ⿊埼事業所と松浜に2基のサテライトプラント
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坑井基地（ガスリフト井）
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圧4 坑井基地（圧⼊井）

観測井

集ガスパイプライン

送ガスパイプライン

送⽔パイプライン
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ガス関係先

ヨウ素プラント・ｻﾃﾗｲﾄﾌﾟﾗﾝﾄ

冷温⽔供給先



東邦アーステックはこの⻄蒲原平野に根差して、
引き続き地域に貢献してまいります。

⿊⿃集落

東邦アーステック

29

動画上映（約4分30秒）

「地底に広がる太古の⽔を、新潟のちからに。」
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⽔溶性天然ガスとヨウ素についての説明⽔溶性天然ガスとヨウ素についての説明
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⽔溶性天然ガスとは

・⽔溶性天然ガスとは、地層中の地下⽔(かん⽔）に溶けて存在する
天然ガスのことです。天然ガスのことです。

・ガスが溶けているかん⽔を汲み上げると、地上でガスが分離します。
・さらに深いところには、お椀型の地層にガスとして溜まっている

構造性ガスというものもあります構造性ガスというものもあります。
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環境にやさしい天然ガス

・天然ガスは不純物が⾮常に少なく、都市ガスや発電など
の燃料⽤はもちろん、メタノール、アンモニア、アセチレン

その他
化学原料

の燃料⽤はもちろん、メタノ ル、アンモニア、アセチレン
などの化学品製造原料としても適しています。

9% 3%
化学原料

41%21% 平成26年発電
県内利⽤⽐率

26% 都市ガス

⼯業燃料
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出所「国内および新潟県天然ガス現況⼀覧表」
（平成27年3⽉ 新潟県天然ガス協会）

主なヨウ素⽣産国

・主なヨウ素⽣産国を⽰します。

14
出所「天然ガス鉱業会ホームページ」

世界のヨウ素⽣産量

・国内産出量は千葉県約80％、新潟県約15％となっており、
当社 は国内 % 世界 2 2％弱を⽣産し ます当社では国内の7.5% ,世界の2.2％弱を⽣産しています。

チリ 平成 年チリ

60％ 日本
28%

平成25年

ヨウ素⽣産量

その他

28%
約33,720トン

その他
12%

15
出所「今⽇からモノ知りシリーズ トコトンやさしいヨウ素の本」

（海宝⿓夫著/⽇刊⼯業新聞社）

⼈体に必須なヨウ素
・私たちの体の中では、海藻などに含まれているヨウ素を使い、

甲状腺ホルモンが合成されています。
状腺 新陳代謝 程 刺激 促進その他

4%

・甲状腺ホルモンは新陳代謝の過程を刺激したり促進したりする
作⽤があります。
胎児の発育に重要な働きをしたり、⼦どもの成⻑を促したりします。

モンゴルにヨウ素を寄贈（2010年8⽉）
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ヨウ素の⽤途

・ヨウ素は様々な分野で使⽤されている貴重な資源です。

その他

X線造影剤

22%
除草剤 2%

その他

15%

殺菌
飼料添加物

6%

添加塩 4%

ヨウ素の⽤途

CT検査タイヤ

防カビ剤

12%

液晶関連医薬品

安定剤6%

6% ウ素 ⽤途

液晶関連

11%⼯業⽤触媒

11%

医薬品

10%

薬11%
液晶テレビ 薬
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出所「今⽇からモノ知りシリーズ トコトンやさしいヨウ素の本」

（海宝⿓夫著/⽇刊⼯業新聞社）

⻄川地区における⽣産計画⻄川地区における⽣産計画
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現在の操業地域と新たな⽣産計画地域

⿊埼地区⻄南⽅向(⻄川地区）
⽣産を計画し ますでの⽣産を計画しています。

本社・⿊埼事業所本社 ⿊埼事業所

⻄川地区⻄川地区
生産計画地域

19ゼンリン許諾番号：Z15ck第088号

⻄川地区設備配置計画

升岡新田字三番割

• ガス、ヨウ素を含むかん⽔を汲み上げる⽣産基地
かん⽔中から濃縮してヨウ素取り出すヨウ素濃縮プラント
ガス ヨウ素を取 た後のかん⽔を⼊れ戻しする還元基地

還元基地

ガス、ヨウ素を取った後のかん⽔を⼊れ戻しする還元基地
を図のように配置する計画です。

⽣産基地
(汲み上げ）

還元基地
(⼊れ戻し）

升岡字一番割

升潟字居掛

既存基地

升潟字道上

升潟字居掛

曽根字大田

善光寺村受

ヨウ素濃縮 旗屋字船場

2020
0

ウ素濃縮
プラント

旗屋字船場

ゼンリン許諾番号：Z15ck第088号



⽣産設備(かん⽔汲み上げ）

その他
4%⿊埼ガス

圧送所へ
分離設備
（⾼さ 5m,径 1.7m)

汲み上げ⽤
コンプレッサー
（建屋内）

ガス
, )

旗屋ヨウ素
濃縮プラント

かん⽔

ポンプ

採
取 かん⽔ 約

• 基地平均的広さ 約2,000m2

(約600坪)
• 設備取

井 かん⽔ 約1000m 採取井（汲み上げ⽤の井⼾）
天然ガス・かん⽔の分離設備
汲み上げ⽤のコンプレッサー
か ⽔集⽔⽤ポ プ

21
かん水 採取、還元層

かん⽔集⽔⽤ポンプ

還元設備(かん⽔⼊れ戻し）
• 基地平均的広さ 約2,000m2

(約600坪)
• 設備
還元井(かん⽔⼊れ戻し⽤の井⼾）
ポンプ、逆洗槽を配置
（還元井が⽬詰まりした場合（還元井が⽬詰まりした場合、

逆に汲み上げを⾏い、解消します）

旗屋ヨウ素
濃縮プラントより

かん⽔

ポンプ

逆洗槽
（砂の沈殿） 排⽔

還
元
井 かん⽔ 約1000井 かん⽔ 約1000 m
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かん水採取、還元層

ヨウ素濃縮プラント

• 広さ 約25,000m2（約7550坪）
• かん⽔からヨウ素濃縮液を製造かん⽔から ウ素濃縮液を製造
• ヨウ素を取ったかん⽔は還元基地に
送り、還元（⼊れ戻し）します。

薬品タンク

薬品

採取基地より 薬品採取基地より
かん⽔ BO塔 薬品

⿊埼事業所へ

曝気槽 ろ過器 原⽔槽

かん⽔ タンクロ リ

23ポンプ
還元基地へ

かん⽔

吸収液かん⽔

タンクローリー

設備の配置と流れ
⿊埼事業所

升岡新田字三番割

還元設備升潟字道上

⽣産設備

還元設備

⽣産設備
升岡字
一番割

還元設備⽣産設備

⽣産設備

曽根字大田

升潟字居掛

還元設備
善光寺村受

ウ素濃縮プ ト 1 2m

道路⾯
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ヨウ素濃縮プラント 1.2m
集ガス 集⽔ 送⽔

旗屋字船場



開発スケジュール(案)

● ⾏政申請前準備

用地
取得

開発
計画
検討

試掘 ・２本井⼾掘削（曽根、升潟）
・地層の連続性確認

● ⾏政への申請・⼯事

・ガス・ヨウ素濃度、⽔量調査

行政による検討

（有識者による
第1期
工事

承
認

第2期
工事

● ⾏政への申請 ⼯事

（有識者による
技術検討会）

工事認 工事

・井⼾（曽根、升潟、升岡２ヶ所 計15本）第1期 井⼾（曽根、升潟、升岡 ヶ所 計 本）
・ヨウ素濃縮プラント 旗屋2/3基
・パイプライン

第 期

・井⼾（升潟、升岡 計7本）第2期
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・ヨウ素濃縮プラント 旗屋1/3基
・パイプライン

開発スケジュール(案)
・⾏政の承認が平成28年度末に下りることを前提とした計画案です。

年度

その他
4%⽤地確保

H39 H40H33H34H35H36H37 H38

準備期間

年度

H27H28H29 H30 H31 H32

地質調査（試掘井２本）
準備期間

⾏政との開発計画(第1、第2期)協議・承認

建設⼿続き

坑井掘削及び⽣産設備建設第1期
（ヨウ素プラント2基、4基地15坑井掘削）

操業開始

建設⼿続き

坑井掘削及び⽣産設備建設第 期
40m

坑井掘削及び⽣産設備建設

操業開始

モニタリング(地盤観測等）

第2期
（ヨウ素プラント1基、2基地7坑井掘削）
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モニタリング(地盤観測等）

環境保全の取組み

• 技術的に確⽴された全量還元⽅式での⽣産を⾏い、
汲み上げたかん⽔は天然ガスと ウ素を取り出した後その他

4%
汲み上げたかん⽔は天然ガスとヨウ素を取り出した後、
全量を地下に戻します。

• 操業にあたっては 法令を順守し環境保全を進めて⾏きます• 操業にあたっては、法令を順守し環境保全を進めて⾏きます。
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確⽴された全量還元⽅式による操業

ガス圧送所

分離槽
ガス事業者
ヨウ素販売

ヨウ素
プラン

ト

⽣ 還

分離槽

⽣産量=還元量
①＋②＝③＋④

⽣
産
⽤
井
⼾

還
元
⽤
井
⼾

かん水採取層

かん水採取層

① ④
かん水採取層② ③
昭和30年代 全量還元⽅式

⽣産
⽣産 還表 層

粘⼟層

採取層

沈下 ⽣産 還元
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粘⼟層

⽔圧低下 ⽔圧⼀定



新潟市周辺における地盤沈下の傾向

・昭和48年からの全量還元⽅式による操業により、
⼀部の地域で沈下の傾向が継続しているものの⼀部の地域で沈下の傾向が継続しているものの
全体的に地盤沈下が沈静化していると考えられます。

2929

⻄川地区周辺における⾏政のモニタリング地点

その他
4%

30出所「新潟平野の地盤沈下」（平成27年3⽉ 新潟県県⺠⽣活・環境部）

各基地に設置する⽔準点によるモニタリング

升岡新田字三番割

⽣産基地
還元基地

(⼊れ戻し）
升岡字一番割

地盤沈下観測井⼾
⽣産基地

(汲み上げ）
(⼊れ戻し）

升潟字道上

升潟字居掛

既存基地

曽根字大田

升潟字道上

善光寺村受

旗屋字船場
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保安対策

● ⼯事期間の対応（試掘時を含む）
騒⾳ 振動防⽌対策

掘削中の櫓

その他
4%

・ 騒⾳、振動防⽌対策
・ トラック等による

交通渋滞防⽌対策

40〜50m

交通渋滞防⽌対策
・ 排⽔処理対策
・ その他

やぐら
約40m

掘削用その他 約
掘削用
パイプ

掘削用ドリル掘削用ドリル

ドリル

32
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保安対策

掘削中の櫓

その他
4%

● 操業管理
・ 騒音、振動、漏洩防止対策

40～50m

・ 巡視、監視カメラ等による管理
・ 地震等緊急時における自動停止システムの採用
・ その他
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地震への備え

 学校・病院③24時間365日体制で監視

中央管制室

感

異常を発見したら遠隔で
停止します。

30
m以
上

②感震器の設置
震度５程度で井戸を自動停止

都市ガス

保安
距離
：3

0

距離 １0m以上

 基地

都市ガス
事業者へ

 民家

 感震しゃ断
（自動／遠隔）

保安距離：１0m以上

井戸井戸へ

ヨウ素濃縮
プラントへ①パイプライン

腐食に強く、柔軟性があ
るプラスチック製

④鉱山保安法で定められた保安距離
民家：１０ｍ以上
学校・病院：３０ｍ以るプラスチック製
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地震後の対応

地震
発生

①感震しゃ断弁
が作動して自動
で生産を停止

②係員が各基地
を巡回して停止
確認

発
で生産を停止 の確認

③ガス配管の健
全性の確認④生産再開 全性の確認
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ヨウ素濃縮プラントにおける安全対策

プラント

ヨウ素プラント
プラント、

タンク、配管全て

薬品に強い素材
を使用

全敷地
が

防液堤

薬品タンク
の

防液堤

を使用

薬品タンク 防液堤防液堤

排水溝

地下浸透
防止のた
めの舗装

36

上



その他
4%

本⽇はご清聴有難うございました。本 清聴有難
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